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= (54) Title: DISPOSABLE DIAPERS

= (54) 発 明の名 称 ：使 い捨 て おむ つ

(57) Abstract: Disclosed i s a disposable article for wear
ing, which, by comparatively simple manipulation, en
ables a ：front waist area of a diaper main body to reliably
flex to the outside, and which can be firmly fitted to the
body of a wearer i n a hanging state. A n absorbent core
(22), which extends fixim a crotch area (14) to ：front and
rear waist areas (12, 13), i s disposed in the diaper main
body ( 11). A bent guiding section (24), which extends in
the direction of a horizontal axis (Q) in the ：front waist
area (12), i s formed m the absorbent core (22). A fastening
system i s composed of: a first fastening system, which i s
composed of a first fasting element (17) disposed on the
skin-facing surface of a pair of fastening members that ex
tend from the edge sections on both sides (13a, 13b) o f the
rear waist area (13) t o the outside in the direction of the
horizontal axis (Q), and a second fastening element (18)
positioned on the non-skin-facing surface of the ：front
waist area (12); and a second fastening system composed
of the first fastening element (17) and a tnird fastening el
ement (45) formed on the surface of the front waist area
(12) facing the skin.

(57) 要 約 ：
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(BF, BJ, CF, CG, CI, CM, GA, GN, GQ, GW, ML, MR, 添付公開書類：
NE, SN, TD, TG). - 国際調査報告 （条約第 2 1 条 (3))

比較 的 に簡 易な操作 に よ り、 おむつ本体 の前 ウェス ト域 を確 実 に外側 に折 リ曲 げる ことがで きる とと
もに、か か る状態 に おいて着 用者 の 身体 に確 実 に フ ィ ッ トさせ る ことの で き る使 い捨 て着 用 物 品の提
供 。 おむつ本体 1 1 において ク ロッチ域 1 4 か ら前後 ウェス ト域 1 2 , 1 3 に延び る吸収性 コア 2 2
が配置 され てお り、吸収性 コア 2 2 には、前 ウェス ト域 1 2 において横 軸 Q の方 向へ延 び る折 曲案 内部
2 4 が形成 され てい る。 ファスニ ングシステムが 、後 ウェス ト域 1 3 の両側縁部 1 3 a , 3 b か ら横
軸 Q の方 向の外 方へ 延 出す る一対の ファスニ ング部材 の肌 対 向面 に設 け られ た第 1 ファスニ ング要素 1
7 と、前 ウェス ト域 1 2 非肌 対 向面 に位置 す る第 2 ファスニ ング要素 1 8 とか ら構 成 され た第 1 ファス
ニ ング システム と、第 1 ファスニ ング要素 1 7 と前 ウェス ト域 1 2 の肌 対 向面 に形成 され た第 3 ファス
ニ ング要素 4 5 とか ら構成 され た第 2 ファスニ ングシステム とか ら構成 され て いる。



明 細 書

発明の名称 ：使い捨ておむつ

技術分野
[0001 ] 本発明は、使い捨て着用物品に関し、より詳 しくは、主として新生児を対

象とする開放型の使い捨ておむつ、使い捨ての トイレット トレニングパン

ッ、使い捨て失禁パンツ、使い捨ての生理用パンツ等の開放型の使い捨て着

用物品に関する。

背景技術
[0002] 従来、新生児を対象とする使い捨て着用物品は公知である。例えば、特許

文献 1 には、透液性の表面シ一 卜と、不透液性の裏面シ一 卜と、表裏面シ一

卜間に介在された吸収性コアと、ウェス 卜回り方向へ延びる一対の着用バン

ドとを含む使い捨ておむつが開示されている。

先行技術文献

特許文献
[0003] 特許文献1 ：特許第 3 3 4 3 9 9 号公報

発明の概要

発明が解決しょうとする課題
[0004] 特許文献 1 に開示された使い捨ておむつは、おむつ本体の前端部における

所定部位において、吸収性コアが隣接する部位よりも薄くまたは吸収液性コ

ァが存在 していないことによって形成された、おむつの横方向へ延びる折曲

案内部を有する。

[0005] 折曲案内部及び着用バンドの上縁部に沿っておむつ本体の前端部を外側に

折り返すことによって、着用者である新生児のへそを露出することができ、

その腹式呼吸を妨げることはない。また、前記前端部の外面に位置する止着

手段によって、該折り返 し部位をおむつ本体に固定することができるので、

新生児のへそを確実に露出することができる。

[0006] しかし、着用バンドによる止着の後に、折曲案内部及び着用バンドの上縁



部に沿っておむつ本体の前端部を外側に向かって折り曲げるので、へそが折

曲案内部の近傍又はその下方に位置している場合には、着用バンドの止着を

外しておむつの位置を調整する必要がある。また、外側に折り曲げられた部

位の捲れを防止するために、着用バンドの他に該折曲部位を止着するための

手段を要し、止着操作が手間である。さらに、比較的に幅広の着用バンドが

着用者のウェス卜回りを締め付けるので、着用者の下腹部に圧迫感を与える

おそれがある。

[0007] 本発明の課題は、従来の発明の改良であって、比較的に簡易な操作により

、おむつ本体の前ウェス卜域を確実に外側に折り曲げることができるととも

に、かかる状態において着用者の身体に確実にフイツ卜させることのできる

使い捨て着用物品の提供にある。

課題を解決するための手段
[0008] 前記課題を解決するために、本発明に係る使い捨て着用物品は、第 1及び

第 2 発明を含み、縦軸及び横軸を有し、肌対向面及びこれに対向する非肌対

向面と、前ウエスト域と、後ウエスト域と、前記前後ウエスト域間において

前記縦軸の方向へ延びるクロッチ域とを有するおむつ本体と、前記前後ゥェ

ス卜域の両側縁部どうしを互いに連結するファスニングシステムとを備える

[0009] 第 1発明は、前記おむつ本体において、前記クロッチ域から前記前後ゥェ

スト域に延びる吸収性コアが配置されており、前記吸収性コアには、前記前

ウェス卜域において前記横軸の方向へ延びる折曲案内部が形成されており、

前記ファスニングシステムが、前記後ウェス卜域の両側縁から前記横軸の方

向の外方へ延出する一対のテープファスナタブの前記肌対向面に設けられた

第 1 ファスニング要素と、前記前ウエスト域の前記非肌対向面に位置する第

2 ファスニング要素とから構成された第 1 ファスニングシステムと、前記一

対の第 1 ファスニング要素と前記前ウェス卜域の前記肌対向面に位置する第

3 ファスニング要素とを有する第 2 ファスニングシステムとから構成されて

いることを特徴とする。



[001 0] また、第 2 発明は、前記おむつ本体において、前記クロッチ域から前記前

後ウエス ト域に延びる吸収性コァが配置されており、前記吸収性コアには、

前記前ウェス 卜域において前記横軸の方向へ延びる折曲案内部が形成されて

おり、前記ファスニングシステムが、前記後ウエス ト域の両側縁から前記横

軸の方向の外方へ延出する一対のテープファスナタブの前記肌対向面に設け

られた第 1 ファスニング要素と、前記前ウエス ト域の前記非肌対向面に位置

する第 2 ファスニング要素とから構成された第 1 ファスニングシステムと、

前記一対の第 1 ファスニング要素と前記前ウェス 卜域の肌対向面に位置する

第 3 フ ァスニ ング要素とを有する第 2 フ ァスニ ングシステム とから構成され

ており、前記第 2 ファスニング要素が前記前ウェス 卜域の前記非肌対向面に

おいて前記折曲案内部よりもウェス 卜開口側に位置 しており、前記前ウェス

卜域における前記折曲案内部から前記縦軸の方向の外方へ延びる部位を前記

折曲案内部を介 して前記クロッチ域の非肌対向面に向かって外側へ折 り曲げ

ることによって、前記第 1 ファスニング要素を前記第 3 ファスニング要素に

係合することを特徴とする。

[001 1] 第 1 発明の実施態様の一つとして、前記クロッチ域における前記吸収性コ

ァに、前記横軸に沿って延びるクロッチ折曲誘導部が形成されている。

[001 2] 第 1 発明の実施態様の他の一つとして、前記クロッチ折曲誘導部は、前記

クロッチ域における前記吸収性コァの前記後ウェス 卜域側に偏倚 した位置に

ある。

[001 3] 第 1 発明の実施態様の他の一つとして、前記折曲案内部及び前記クロッチ

折曲誘導部が凹条溝である。

[0014] 第 1 発明の実施態様の他の一つとして、前記吸収性コアが前記折曲案内部

において存在 していない。

[001 5] 第 1 発明の実施態様の他の一つとして、前記第 3 ファスニング要素が、前

記前ウェス 卜域の前記肌対向面を形成する繊維不織布シ一 卜にエンボス加工

を施すことによって形成されている。

[001 6] 第 2 発明の実施態様の一つとして、前記クロッチ域における前記吸収性コ



ァに、前記横軸に沿って延びるクロッチ折曲誘導部が形成されている。

[001 7] 第 2 発明の実施態様の他の一つとして、前記クロッチ折曲誘導部は、前記

クロッチ域における前記吸収性コァの前記後ウェス 卜域側に偏倚 した位置に

ある。

[001 8] 第 2 発明の実施態様の他の一つとして、前記折曲案内部及び前記クロッチ

折曲誘導部が凹条溝である。

[001 9] 第 2 発明の実施態様の他の一つとして、前記吸収性コアが前記折曲案内部

において存在 していない。

[0020] 第 2 発明の実施態様の他の一つとして、前記第 3 ファスニング要素が、前

記前ウェス 卜域の前記肌対向面を形成する繊維不織布シ一 卜にエンボス加工

を施すことによって形成されている。

[0021 ] 第 2 発明の実施態様の他の一つとして、前記前ウエス ト域の前記非肌対向

面において、前記折曲案内部に対応する位置に外部から視認可能な折曲案内

線が設けられている。

発明の効果
[0022] 本発明によれば、前後ウエス ト域の両側縁部どうしを連結するためのファ

スニングシステムが第 1 及び第 2 ファスニングシステムから構成されている

ので、着用者の体の大きさに合わせてそれらを適宜選択 して使用することが

でき、おむつのサイズ調整が容易である。また、第 2 ファスニングシステム

を用いた場合には、前ウエス ト域が外側に折り曲げられ、着用者の腹部が比

較的に広範囲に締め付けられることはないので、着用者の腹部が圧迫される

おそれはなく、特に、新生児の場合には、その腹式呼吸の妨げとなることは

ない。

図面の簡単な説明

[0023] [ 図1]本発明の第 1 実施形態における使い捨て着用物品の一例としての使い捨

ておむつの斜視図。

[ 図2] おむつを前後方向に伸展 した状態のその内面から見た一部破断展開平面

図。



[ 図3] 図 1 の I I I _ I I I 線断面図。

[ 図4] 図 2 の I V で示す領域の拡大図。

[ 図5] 図4 のV —V 線断面図。

[ 図6] おむつの他の実施態様における斜視図。

[ 図7] 図 6 のV I - V I 線で示す断面図。

[ 図8] 本発明の第 2 実施形態のおむつにおける図 3 と同様の断面図。

[ 図9] 本発明の第 3 実施形態のおむつにおける図 7 と同様の断面図。

[ 図10] 本発明の第 3 実施形態におけるおむつの着用状態を示す図 7 と同様の

断面図。

発明を実施するための最良の形態

[0024] 図 1 は、本発明の第 1実施形態における使い捨て着用物品の一例としての

使い捨ておむつ 1 0 の斜視図、図 2 は、おむつ 1 0 を前後方向に伸展 した状

態のその内面から見た一部破断展開平面図、図 3 は、図 1 の I I I _ I I I

線断面図、図4 は、図 2 の I V で示す領域の拡大図、図 5 は、図4 のV —V

線断面図、図 6 は、おむつの他の実施態様における斜視図、図 7 は、図 6 の

V I I - V I I 線で示す縦断面図である。

[0025] 図 1 ~ 4 に示すとおり、おむつ 1 0 は、縦軸 P及び横軸Qを有 し、肌対向

面側及びそれに対向する非肌対向面側と、前ウエス ト域 1 2 と、後ウエス ト

域 1 3 と、前後ウェス 卜域 1 2 ， 3 間に位置するクロッチ域 1 4 を備える

おむつ本体 1 1 と、おむつ本体 1 1 の後ウェス 卜域 1 3 の両側縁 1 3 a ，

3 b から横軸Qの方向の外方へ延びる一対のテープファスナタプ 1 5 ， 6

とを含む。テープファスナタプ 1 5 ， 6 の肌対向面には、メカニカルファ

スナのフック群から形成された第 1 ファスニング要素 1 7 が配置されている

。また、前ウエス ト域 1 2 の外面には、テープファスナタプ 1 5 ， 1 6 の第

1 ファスニング要素 1 7 を脱離可能に止着するための、横軸Qの方向へ延び

るメカニカルファスナのループ群から形成された第 2 ファスニング要素 1 8

がホットメル ト接着剤 （図示せず）を介 して取り付けられている。

[0026] おむつ本体 1 1 は、繊維不織布、多孔プラスチックフイルム、それらのラ



ミネ一 トシ一 卜等から形成され、肌対向側に位置する透液性の 卜ップシ一卜

2 0 と、おむつ 1 0 の外形をな し、透湿性プラスチックフイルム、繊維不織

布、それらのラミネ一 トシ一 卜等から形成され、非肌対向面側に位置する不

透液性のバックシ一 卜2 1 と、フラップパルプと超吸収性ポリマ一粒子との

混合等から形成され、 卜ップシ一 卜2 0 とバックシ一 卜2 との間に介在さ

れた吸収性コァ2 2 とを含む。 卜ップシ一 卜2 0 とバックシ一 卜2 1 とは、

吸収性コア2 2 の周縁部から延出しており、該延出部位における両シ一 卜2

0 ， 2 1 のうちの少なくともいずれか一方の内面に塗布されたホッ卜メル ト

接着剤 （図示せず）を介 して互いに接合されている。また、吸収性コア2 2

は、図示 していないが、ティッシュぺ一パ等の拡散シ一 卜によって被包され

ていてもよい。

[0027] トップシ一 卜2 0 は、質量が 2 0 ~ 5 0 g / m 2、好ましくは、 3 0 ~ 4 0

g / m 2、繊維密度が 0 . 0 1 ~ 0 . 0 4 g / c m 3、好ましくは、 0 . 0 2

5 ~ 0 . 0 3 5 g / c m 3の範囲である、ェアスル一繊維不織布やスパ ンボン

ド繊維不織布、ポイン トボン ド不織布などから形成されている。また、バッ

クシ一 卜2 は、質量が 1 5 ~ 4 0 g / m 2、好ましくは、 2 5 ~ 3 5 g / m

2、繊維密度が 0 . 0 6 ~ 0 . 1 g / c m 3、好ましくは、 0 . 0 7 ~ 0 . 0

9 g / c m 3の範囲である、スパ ンボン ド不織布などから形成されている。

[0028] 吸収性コア2 2 には、前ウエス ト域 1 2 において横軸Qの方向へ延びる折

曲案内部 2 4 と、クロッチ域 1 4 において横軸Q上においてそれに沿って延

びるクロッチ折曲誘導部 2 5 とが形成されている。折曲案内部 2 4 とクロッ

チ折曲誘導部 2 5 とは、吸収性コァ2 2 を他の部位に比 しておむつ本体 1 1

とフラットに展開 した （図 2 参照）におけるZ 方向 （三次元）において薄 く

することによつて形成された凹条溝である。吸収性コァ2 2 に折曲案内部 2

4 とクロッチ折曲誘導部 2 5 とが形成されていることから、着用時において

、クロッチ折曲誘導部 2 5 を介 しておむつ 1 0 を前後方向に2 つ折りにし易

く、また、後記するように、折曲案内部 2 4 を介 して前ウエス ト域 1 2 を外

側に折り曲げることができる。また、クロッチ折曲誘導部 2 5 のほかに、 2



つ折りの起点となる折り皺が形成されている場合には、該部位が着用者の身

体から離間 し、排泄物の漏れを誘発する原因ともなるが、クロッチ折曲誘導

部 2 5 がおむつ 1 0 を 2 つ折りにするときの起点にもなるので、かかる事態

を避けることができる。図 2 及び 3 に示すとおり、折曲案内部 2 4 を形成す

る吸収性コァ2 2 の両対向縁部 2 4 a , 2 4 b は曲状であるので、該部位が 卜

ップシ一 卜2 0 を介 して着用者の肌に当接 しても刺激を与えることはない。

なお、折曲案内部 2 4 は、前ウエス ト域 1 2 の下方に形成されており、すな

わち、折曲案内部 2 4 によって前ウエス ト域 1 2 全体を外側に折り曲げる位

置に形成されているが、前ウエス ト域 1 2 の縦軸 Pの方向における中央部近

傍に形成 して、前ウエス ト域 1 2 の一部のみを外側に折り曲げるようにして

もよい。

[0029] 折曲案内部 2 4 は、縦軸 Pの方向において所要寸法の幅を有する凹条溝で

あって、縦軸 Pの方向における長さ寸法 I は、後記の本発明の効果を有する

ために、 1 0 m m以上であることが好ましい。折曲案内部 2 4 は、おむつ本

体 1 1 の外面に位置する第 2 ファスニング要素 1 8 の下側縁 1 8 a と重なる

位置に形成されており、おむつ本体 1 1 の外面における折曲案内部 2 4 に対

応する部位、すなわち、第 2 ファスニング要素 1 8 の下側縁 1 8 a 上及びそ

の近傍には、おむつ 1 0 の外面視において折曲案内部 2 4 の位置を確認する

ことのできる折曲案内線 2 8 が形成されている （図 1参照）。折曲案内線 2

8 は、着用者及び着用補助者が折曲案内部 2 4 の位置を容易に視認できるよ

うに、第 2 ファスニング要素 1 8 とは異なる色彩を施すことによって形成 し

てもよいし、テープ片を貼付することによって形成 してもよい。

[0030] なお、図 3 に示すとおり、折曲案内部 2 4 とクロッチ折曲誘導部 2 5 とは

、吸収性コァ2 2 の肌対向面を凹状にすることによつて形成 した凹条溝であ

るが、吸収性コア2 2 の非肌対向面を凹状にして形成 してもよい。また、折

曲案内部 2 4 とクロッチ折曲誘導部 2 5 とは、吸収性コァ2 2 の一部を取り

除くことによって形成 してもよいし、該部位において吸収性コア2 2 を圧縮

変形させることによって形成 してもよい。さらに、折曲案内部 2 4 とクロッ



チ折曲誘導部 2 5 とにおいて、吸収性 コァ 2 2 の厚 さを他の部位 と同 じ厚 さ

に して、その密度 を他の部位 に比 して低 くすることによって形成 してもよい

[0031 ] トップシ一 卜2 0 とバ ックシ一 卜2 との間には、不透液性かつ透湿性の

プラスチ ックフイルムか ら形成 された防漏シ一 卜2 9 が配置されてお り、両

シ一 卜2 0 ， 2 1 の うちのいずれか一方の内面に塗布されたホ ッ 卜メル 卜接

着剤 （図示せず）を介 して固定されている。 また、おむつ 1 0 の肌対向面に

おける吸収性 コア 2 2 の横軸 Q の方向の外方には、縦軸 P に関 して対称の一

対のバ リァシ一 卜3 0 , 3 1 が取 り付けられている。

[0032] おむつ本体 1 1 は、縦軸 P の方向に対向 して横軸 Q の方向へ延びる前後端

部 3 2 ， 3 3 と、横軸 Q の方向に対向 して、 クロッチ域 1 4 において縦軸 P

の方向へ延びる両側部 3 4 ， 3 5 とをさらに含む。おむつ 1 0 の着用時にお

いて、一対のテープファスナタプ 1 5 ， 1 6 の第 1 ファスニング要素 1 7 と

前 ウエス ト域 1 2 の非肌対向面に位置する第 2 ファスニング要素 1 8 とを係

合することによって、前後 ウエス ト域 1 2 ， 3 の両側縁部 どう しが連結 さ

れ、 ウエス ト開口 3 7 及び一対の レッダ開口 3 8 が画成 されている （図 1 参

照）。

[0033] 前後端部 3 2 ， 3 3 は、吸収性 コア 2 2 の前後端縁か ら縦軸 P の方向の外

方へ延出する、 トップシ一 卜2 0 と、防漏シ一 卜2 9 と、 クシ一 卜2 1

及びバ リアシ一 卜3 0 ， 3 とが互いに重ね合わされることによって形成 さ

れている。 また、両側部 3 4 ， 3 5 は、吸収性 コア 2 2 の両側縁か ら横軸 Q

の方向の外方へ延出する、 トップシ一 卜2 0 と、防漏シ一 卜2 9 と、 ' ック

シ一 卜2 1 及びバ リァシ一 卜3 0 ， 3 1 とが互いに重ね合わされることによ

つて形成 されている。 また、 クシ一 卜2 1 とバ リアシ一 卜3 0 ， 3 1 と

は、前後 ウエス ト域 1 2 ， 3 において、両側部 3 4 ， 3 5 を形成する トツ

プシ一 卜2 0 と防漏シ一 卜2 9 との両側縁か らさらに横軸 Q の方向の外方へ

延出 して互いに重な り合い、前後方側部 フラップ 3 9 ， 4 0 が形成 されてい

る。後方側部 フラップ4 0 を形成するバ ックシ一 卜2 1 とバ リァシ一 卜3 0



，3 との両側縁部間には、一対のテープファスナタプ 1 5 ， 6 の固定部

1 5 a , 6 a が介在されており、両シ一 卜の内面に塗布されたホットメル

卜接着剤 （図示せず）を介 して固定されている。また、後方側部フラップ4

0 の側縁 （後ウェス 卜域 1 3 の側縁 1 3 a ， 1 3 b ) から横軸Qの方向の外

方へ延びるテープファスナタプ 1 5 ， 1 6 の自由部 1 5 1 ， 1 6 b の肌対向

面には、第 1 ファスニング要素 1 7 が設けられている。

[0034] 第 1 ファスニング要素 1 7 と第 2 ファスニング要素 1 8 とからなる第 1 フ

ァスニングシステムにおいて、それが所要の剥離強度を有するものであれば

、第 1 ファスニング要素 1 7 をフック群に替えて接着剤を塗布 して形成 して

もよい。この場合には、第 1 ファスニング要素 1 7 を保護するために、第 1

ファスニング要素 1 7 の表面をシリコンを塗布 したセパ レ一夕で被覆 しても

よい。

[0035] テープファスナタプ 1 5 ， 1 6 は、例えば、プラスチックフイルム、繊維

不織布、それらのラミネー トやクラフ 卜紙等の比較的に剛性及び引張強度の

高いシ一 卜材料から形成することが好ましい。また、本発明の所要の効果を

奏する限りにおいて、テープファスナタプ 1 5 ， 6 を用いることなく、後

方側部フラップ4 0 に設けられた第 1 ファスニング要素 1 7 を直接第 2 ファ

スニング要素 1 8 に脱離可能に係合 してもよい。

[0036] 図 4 に示すとおり、前端部 3 2 の トップシ一 卜2 0 の肌対向面には、第 1

ファスニング要素 1 7 が係止可能であって、エンボス加工されていて縦軸 P

及び横軸Qに関 して斜めに延びる複数本の第 1及び第 2 凹状ライン4 3 ，4

4 が格子状に交差 してなる第 3 ファスニング要素 4 5 が形成されている。第

3 ファスニング要素 4 5 は、折曲案内部 2 4 と前ウエス ト域 1 2 の両側部 3

4 ，3 5 とに囲まれた領域に位置 している。第 3 ファスニング要素 4 5 は、

第 1 ファスニング要素 1 7 とともに第 2 ファスニングシステムを構成 してい

る。第 1及び第 2 凹状ライン4 3 ，4 4 の形状、大きさ及び互いの交差角度

等は、適宜自由に選択 しうるものであるが、本実施形態では、第 3 ファス二

ング要素 4 5 を構成する第 1 凹状ライン4 3 と第 2 凹状ライン4 4 との交差



角度は、約 9 0 度であって、第 1 凹状ライン 4 3 と第 2 凹状ライン 4 4 とが

交差することによって形成される各格子部 4 7 の大きさ （面積）は、約 9 .

0 . 0 m m 2である。このように、第 1及び第 2 凹状ライン4 3 ，4 4

によって複数の格子部 4 7 が形成されていることによって、第 1 ファスニン

グ要素 1 7 を トップシ一 卜2 0 の表面に係止 したときに、 卜ップシ一 卜2 0

を形成する繊維の毛羽立ちを抑えることができ、また、エンボス加工された

部位には第 1 ファスニング要素 1 7 が係止され難いので、第 2 ファスニング

システムの係合強度を適度に調整することが可能である。さらに、エンボス

加工がなされていることによって、着用者及び/ または操作者が、第 3 ファス

ニング要素 4 5 の位置を容易に視認することができる。

[0037] 図 5 に示すとおり、 トップシ一 卜2 0 は、その表面側において縦方向に延

びる複数の凸条 5 0 と、これら凸条 5 0 の間に位置する凹条 5 とを有する

。 トップシー ト2 0 を形成する繊維は、全方位的にランダムに配向 （3 次元

方向を含む。） しており、かかる凹凸形状は、 トップシ一 卜2 0 を形成する

連続繊維ゥェプ上に配置されたノズルから気体を嘖射 したり、ウォータ一ジ

エツ卜処理、スチームジェット処理、プレス加工またはギア加工によって形

成することができる。 トップシ一 卜2 0 が凹凸形状を有することによって、

第 1及び第 2 凹状ライン4 3 ，4 4 による第 3 ファスニング要素がより第 1

ファスニング要素 1 7 と係合 しやすくなるとともに、 トップシ一 卜2 0 全体

において主として凸条 5 0 が着用者の身体に接触することから、凹条 5 1 で

は縦軸 Pの方向に延びる、いわば空気の通気路が形成され、おむつ内の湿気

を外部へ放出することができ、通気性に優れている。

[0038] また、繊維ウェブの繊維の再配向により凸条 5 0 の密度よりも凹条 5 1 に

おける密度を低 くすることもできる。その場合には、凹条 5 1 を介 して排泄

物が吸収性コァ2 2 に速やかに移動 し、 卜ップシ一 卜2 0 の湿潤状態による

着用者の不快感を防止することができる。また、噴射する気体量を調整する

ことによって、凹条 5 1 に間欠的な透孔を形成 し、該透孔を介 して粘性度の

高い軟便を速やかに下方へ移動させるようにしてもよい。



[0039] トップシ一 卜2 0 は、前記のとお り、その表面側 において凹凸形状 を有 し

ていることか ら、第 1 及び第 2 凹状 ライン4 3 ， 4 4 によるエンボス加工が

施 されていない場合であっても、第 1 ファスニング要素 1 7 と係合すること

ができ、第 3 ファスニング要素 4 5 と しての機能を果たすことができる。 ま

た、本実施例の 卜ップシ一 卜2 0 のように凹凸形状 を有する、 卜ップシ一 卜

とは別体の繊維不織布シ一 卜を第 3 ファスニング要素 4 5 と して配置 しても

よい し、該別体の繊維不織布シ一 卜にエンボス加工が施 されていてもよい。

さらに、凹凸形状 を有 さず、かつ、エンボス加工が施 されていない長繊維か

らなるスパ ンボン ド繊維不織布などか ら作 られた トップシ一 卜2 0 を第 3 フ

ァスニング要素 4 5 と してもよい。

[0040] 再び、図 2 を参照すれば、 ノく リアシー 卜 3 0 ， 3 1 は、両側部 3 4 ， 3 5

の一部 を形成する近位縁部 5 4 と、前後 ウエス ト域 1 2 ， 3 において トツ

プシ一 卜2 0 及びバ ックシ一 卜2 の肌対向面に固定された前後固定端部 5

5 , 5 6 と、前後固定端部 5 5 ， 5 6 間において縦軸 P の方向へ延びる、 ノく

リアシー 卜3 0 ， 3 1 の内側縁 を内方へ折 り返すことによって形成 された遠

位縁部 5 7 とを有する。防漏シ一 卜2 9 の両側縁の横方向 X の外方には、縦

軸 P の方向へ延びる 3 条のス トラン ド状又はス トリング状の レッグ弾性要素

5 8 がバ リァシ一 卜3 0 , 3 の近位縁部 5 4 とバ ックシ一 卜2 の両側部 と

の間にホ ッ トメル ト接着剤 （図示せず）を介 して収縮可能に取 り付けられて

いる。 また、遠位縁部 5 7 には、縦軸 P の方向へ延びる 2 条のス トラン ド状

又はス 卜リング状のカフ弾性要素 5 9 が収縮可能に配設されている。遠位縁

部 5 7 は、おむつ 1 0 の着用状態において、 カフ弾性要素 5 9 の収縮作用に

よって トツプシ一 卜2 0 の肌対向面か ら離間 し、排泄物の横漏れを防止する

ための一対の防漏 カフが形成 される。

[0041 ] 図 6 は、第 1 実施形態におけるおむつ 1 0 の他の実施態様 を示す図、図 7

は、図 6 の V I I - V I I 線断面図である。

[0042] 図 6 に示すとお り、折曲案内部 2 4 に沿 って前 ウエス ト域 1 2 を外側 に向

かって折 り曲げて、前端部 3 の肌対向面に形成 された第 3 ファスニング要



素 4 5 に第 1 ファスニング要素 1 7 を係止することによって、前ウェス 卜域

1 2 をクロッチ域 1 4 の非肌対向面に折り重ねた状態でおむつ 1 0 を着用す

ることができる。この場合には、着用者の腹部が露出するので、着用者が未

熟児を含む新生児の場合に、前ウエス ト域 1 2 による締め付けによってその

腹式呼吸が妨げられることはない。特に、新生児の場合にはへそ及びその周

辺が十分に成熟 しておらず、前ウエス ト域 1 2 によるわずかな締め付けによ

つても刺激を与えるおそれがあるが、かかる事態を避けることができる。

[0043] また、へその下方において、前ウエス ト域 1 2 を折曲 した後に、第 1 ファ

スニング要素 1 7 が第 3 ファスニング要素 4 5 に係合されているので、たと

え前ウエス ト域 1 2 が着用者の腹部に当接 していなくとも、下腹部において

安定的におむつ 1 0 を着用者の身体に固定させることができるとともに、着

用中に前ウェス 卜域 1 2 の折曲状態が解かれることはない。

[0044] さらに、図 6 ， 7 に示すとおり、第 2 ファスニングシステムによるおむつ

1 0 の着用状態では、前ウエス ト域 1 2 がクロッチ域 1 4 の非肌対向面に向

かって折り曲げられるので、後ウエス ト域 1 3 及びその後方側部フラップ4

0 がわずかに斜め前方に引っ張られて、テープファスナタプ 1 5 ， 6 が第

2 ファスニング要素 1 8 に対 して斜めに取り付けられる。かかる状態では、

第 1 ファスニングシステムによるおむつ 1 0 の着用状態 （図 3 参照）に比 し

てレツグ開口3 8 が小さくなるので、比較的に身体の小さな新生児の脚回り

に対 してレッダ開口3 8 近傍をフィッ卜させることができ、 レッダ開口3 8

から排泄物が漏れ出るのを防止することができる。

[0045] 以上のとおり、本発明によれば、着用者の身体の大きさに合わせて第 1及

び第 2 ファスニングシステムのいずれかを適宜選択的に使用することができ

る。具体的には、着用者が通常の乳幼児の場合には、第 1 ファスニングシス

テムを用い、乳幼児よりも体の小さな未熟児を含む新生児の場合には、第 2

ファスニングシステムを用いておむつ 1 0 を着用者の身体にフィッ卜させる

ことができるので、おむつ 1 0 のサイズ調整が比較的に容易である。

[0046] また、既述のとおり、折曲案内部 2 4 の縦軸 Pの方向の長さ寸法 I は 1 0



m m以上であって、所与の幅寸法を有するものであるから、折曲案内部 2 4

及びその近傍が先尖状とならず、緩やかな湾曲状に折れ曲がるので、吸収性

コア2 2 が所要の剛性を有 していても、折曲案内部 2 4 からなる前ウェス 卜

域 1 2 の上端縁 1 2 a が着用者の腹部に食い込むおそれはない。

[0047] さらに、前ウエス ト域 1 2 が外側に折り曲げられることによって、前ゥェ

ス ト域 1 2 に位置する吸収性コァ2 2 とクロッチ域 1 4 に位置する吸収性コ

ァ2 2 とがおむつ 1 0 の前後方向において互いに重なり合うので、クロッチ

域 1 4 のクッション性が向上するとともに、着用時及び着用中においておむ

つ 1 0 の位置ずれが生 じた際に、前ウエス ト域 1 2 とクロッチ域 1 4 とを指

で摘んでおむつ 1 0 を引き上げ易くなる。

[0048] < 第 2 実施形態>

図 8 は、本発明の第 2 実施形態を示す図 7 と同様の縦断面図である。第 2

実施形態におけるおむつ 1 0 の基本態様は第 1実施形態のそれと同様である

ので、相違する点についてのみ以下に説明する。

[0049] 図 8 に示すとおり、本実施形態では、折曲案内部 2 4 には、吸収性コア2

2 が存在 していない。吸収性コア2 2 は、前ウエス ト域 1 2 に位置する分離

部 2 2 A と、クロッチ域 1 4 から後ウェス 卜域 1 3 に延びる本体 2 2 B とに

分離されている。このように、吸収性コア2 2 が 2 つに分離されていること

から、折曲案内部 2 4 による折り曲げがさらに容易になるとともに、クロッ

チ域 1 4 に位置する吸収性コァ2 2 の本体 2 2 B で吸収された体液のクロッ

チ域 1 4 の外側に位置する分離部 2 2 A への拡散されることはなく、被服が

体液によって汚されるのを抑制することができる。

[0050] < 第 3 実施形態>

図 9 は、本発明の第 3 実施形態を示す図 7 と同様の縦断面図，図 1 0 は、

本発明の第 3 実施形態におけるおむつ 1 0 の着用状態を示す図 7 と同様の縦

断面図である。第 3 実施形態におけるおむつ 1 0 の基本的態様は第 1実施形

態のそれと同様であるので、相違する点についてのみ以下に説明する。

[0051 ] 図 9 に示すとおり、本実施形態では、クロッチ折曲誘導部 2 5 がクロッチ



域 1 4 における吸収性 コア 2 2 の後 ウエス ト域 1 3 に偏倚 した位置 において

横軸 Q の方向へ延びている。かかる態様の場合 には、前 ウエス ト域 1 2 を折

曲案内部 2 4 を介 して折 り曲げた後 に、後 ウエス ト域 1 4 をず り下げて、 ク

ロッチ折曲誘導部 2 5 を着用者の股下の中央部 と対向する位置 に配置 させ、

クロッチ折曲誘導部 2 5 を介 しておむつ 1 0 を前後方向に折 り曲げることに

よって、折曲案内部 2 4 によって折 り曲げ られた状態の前 ウエス ト域 1 2 の

高さ、すなわち、前 ウエス ト域 1 2 の上端縁 1 2 a の位置 と、後 ウエス ト域

1 3 の高さ、すなわち、後 ウエス ト域の端縁 1 3 c の位置 とをほぼ平行 にす

ることがで きる （図 1 0 参照）。このような場合 には、前後 ウエス ト域 1 2

， 3 の高 さがほぼ同 じであ って、着用者の腹部が露出 した状態 とな り、該

腹部 を圧迫することがないとともに、 おむつ 1 0 を比較的に身体の小さな着

用者 （例 えば、新生児や未熟児な ど）のウエス ト回 り及び/ 又 は下腹部回 り

全体 にフィッ トさせた状態で着用させることがで きる。すなわち、前記の と

お り、第 1 ファスニ ングシステムによる止着状態 よ りも第 2 ファスニ ングシ

ステムによる止着状態 におけるおむつ 1 0 の レッダ開口 3 8 は小さ く画成 さ

れてお り、必要 に応 じて第 2 ファスニ ングシステムによる止着 を行 うことに

よって、乳幼児 に比 して脚周 りが小さな新生児や未熟児な どに対 してもおむ

つ 1 0 の レッダ開口縁部 をフィッ 卜させることがで きる。

また、 さ らに、第 2 ファスニ ングシステムによる止着の際に、かかる実施

態様の ごとく、前後 ウエス ト域 1 2 ， 3 の高 さをほぼ同 じにすることで、

おむつ 1 0 の ウェス 卜開口縁部が着用者の胴回 りによ りフィッ 卜するととも

に、第 2 ファスニ ングシステムを一度外 して、 レッダ開口 3 8 の縁部 を着用

者の脚周 りにフィッ 卜した状態 となるように止着 し直す ことによって、 よ り

身体の小さな着用者 に対 してもジャス トフィッ 卜した状態で着用させること

がで きる。 このように、 おむつ 1 0 は、第 1 ファスニ ングシステムによって

止着 された着用状態 （第 1 着用状態）、第 2 ファスニ ングシステムによ り止

着 され、かつ、前後 ウエス ト域 1 2 ， 3 の高 さが相違する着用状態 （第 2

着用状態）、 さ らには、第 2 ファスニ ングシステムによって止着 され、かつ



、前後ウエス ト域 1 2 ， 3 の高さがほぼ並行である着用状態 （第 3 着用状

態）からなる、いわば3 つの着用状態を着用者の身体の大きさに合わせ適宜

使い分けることによって、容易にサイズ調整ができる。

[0053] また、おむつ 1 0 は、通常、 2 つ折りにされた状態で複数枚が重ねられて

包装されているところ、 2 つ折りにされている部位に、特に、シ一 卜部材に

比 して剛性の高い吸収性コア2 0 に折り皺が発生する。かかる折り皺が前ゥ

エス 卜域 1 2 における着用者の排尿器官と対向する位置に配置された場合に

は、該部位におけるフィット性が低下するとともに、排泄物の漏れを誘発す

るおそれがある。 しか し、図 9 に示すとおり、クロッチ折曲誘導部 2 5 がク

ロッチ域 1 4 における吸収性コア2 2 の後ウエス ト域 1 3 に偏倚 した位置に

形成されていることから、該部位近傍に皺が生 じるので、それよりも前方に

位置する、 2 つ折りによる折り皺付近ではおむつ 1 0 と着用者の排尿器官近

傍とがフイツ卜した状態となり、排泄物の漏れを生 じるおそれはない。

符号の説明
[0054] 0 使い捨て着用物品

おむつ本体

1 前ウェス 卜域

1 3 後ウェス 卜域

3 a , 1 3 b 後ウェス 卜域の両側縁

1 4 クロッチ域

1 5 ， 1 6 テ一プファスナタプ

1 7 第 1 ファスニ ング要素

1 8 第 2 ファスニ ング要素

2 2 吸収性コア

4 折曲案内部

2 5 クロッチ折曲誘導部

8 折曲案内線

4 5 第 3 ファスニ ング要素



mm D

mm d



請求の範囲

縦軸及び横軸 を有 し、肌対向面及び これに対向する非肌対向面 と、

前 ウエス ト域 と、後 ウエス ト域 と、前記前後 ウエス ト域間において前

記縦軸の方向へ延びるクロッチ域 とを有するおむつ本体 と、前記前後

ウェス 卜域の両側縁部 どう しを互いに連結するファスニ ングシステム

とを含む使 い捨て着用物品において、

前記おむつ本体 において、前記 クロッチ域か ら前記前後 ウェス 卜域

に延びる吸収性 コァが配置 されてお り、

前記吸収性 コアには、前記前 ウェス 卜域 において前記横軸の方向へ

延びる折曲案内部が形成 されてお り、

前記 ファスニ ングシ ステ ム が、前記後 ウエス ト域の両側縁か ら前記

横軸の方向の外方へ延出する一対のテープファスナタブの前記肌対向

面 に設 け られた第 1 ファスニ ング要素 と、前記前 ウエス ト域の前記非

肌対向面 に位置する第 2 ファスニ ング要素 とか ら構成 された第 1 ファ

ス ニ ン グシ ステ ム と、

前記一対の第 1 ファスニ ング要素 と前記前 ウェス 卜域の前記肌対向

面 に位置する第 3 ファスニ ング要素 とを有する第 2 ファスニ ングシス

テム とか ら構成 されていることを特徴 とする前記着用物品。

前記 ク口ツチ域 における前記吸収性 コアに、前記横軸 に沿 って延び

るクロツチ折曲誘導部が形成 されている請求項 1 に記載の着用物品。

前記 ク口ッチ折曲誘導部 は、前記 ク口ッチ域 における前記吸収性 コ

ァの前記後 ウェス 卜域側 に偏倚 した位置 にある請求項 2 に記載の着用

物品。

前記折曲案内部及び前記 ク口ツチ折曲誘導部が凹条溝である請求項

に記載の着用物品。

前記吸収性 コァが前記折曲案内部 において存在 していない請求項 1

に記載の着用物品。

前記第 3 ファスニ ング要素が、前記前 ウェス 卜域の前記肌対向面 を



形成する繊維不織布シ一 卜にエ ンボス加工 を施す ことによって形成 さ

れている請求項 1 に記載の着用物品。

[ 請求項 7 ] 縦軸及び横軸 を有 し、肌対向面及び これに対向する非肌対向面 と、

前 ウエス ト域 と、後 ウエス ト域 と、前記前後 ウエス ト域間において前

記縦軸の方向へ延びるクロッチ域 とを有するおむつ本体 と、前記前後

ウェス 卜域の両側縁部 どう しを互いに連結するファスニ ングシステム

とを含む使 い捨て着用物品において、

前記おむつ本体 において、前記 クロッチ域か ら前記前後 ウェス 卜域

に延びる吸収性 コァが配置 されてお り、

前記吸収性 コアには、前記前 ウェス 卜域 において前記横軸の方向へ

延びる折曲案内部が形成 されてお り、

前記 ファスニ ングシステムが、前記後 ウエス ト域の両側縁か ら前記

横軸の方向の外方へ延出する一対のテープファスナタブの前記肌対向

面 に設 け られた第 1 ファスニ ング要素 と、前記前 ウエス ト域の前記非

肌対向面 に位置する第 2 ファスニ ング要素 とか ら構成 された第 1 ファ

ス ニ ン グシ ステ ム と、

前記一対の第 1 ファスニ ング要素 と前記前 ウェス 卜域の肌対向面 に

位置する第 3 フ ァス ニ ン グ要素 とを有する第 2 フ ァス ニ ン グシ ステ ム

とか ら構成 されてお り、

前記第 2 ファスニ ング要素が前記前 ウェス 卜域の前記非肌対向面 に

おいて前記折曲案内部 よ りもウェス 卜開口側 に位置 してお り、前記前

ウェス 卜域 における前記折曲案内部か ら前記縦軸の方向の外方へ延び

る部位 を前記折曲案内部 を介 して前記 ク口ッチ域の非肌対向面 に向か

つて外側へ折 り曲げることによって、前記第 1 ファスニ ング要素 を前

記第 3 ファスニ ング要素 に係合することを特徴 とする前記着用物品。

[ 請求項 8 ] 前記 クロッチ域 における前記吸収性 コアに、前記横軸 に沿 って延び

るクロツチ折曲誘導部が形成 されている請求項 7 に記載の着用物品。

[ 請求項 9 ] 前記 ク口ッチ折曲誘導部 は、前記 ク口ッチ域 における前記吸収性 コ



ァの前記後 ウェス 卜域側 に偏倚 した位置 にある請求項 8 に記載の着用

物品。

[ 請求項 10 ] 前記折曲案内部及び前記 ク口ツチ折曲誘導部が凹条溝である請求項

8 に記載の着用物品。

[ 請求項 1 ] 前記吸収性 コァが前記折曲案内部 において存在 していない請求項 7

に記載の着用物品。

[ 請求項 12 ] 前記第 3 ファスニ ング要素が、前記前 ウエス ト域の前記肌対向面 を

形成する繊維不織布シ一 卜にエ ンボス加工 を施す ことによって形成 さ

れている請求項 7 に記載の着用物品。

[ 請求項 13 ] 前記前 ウエス ト域の前記非肌対向面 において、前記折曲案内部 に対

応する位置 に外部か ら視認可能な折曲案内線が設 け られている請求項

に記載の着用物品。
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